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本資料では、銀行からの仕訳データに追加仕訳を設定した場合に加算処理を自動計算する

方法の手順を明記しております。 

 

銀行からのデータが以下の通りとします。 

 

普通預金：876,941 円 売掛金：876,941 円 

 

この変換設定に「手数料：1,000 円」の追加仕訳をして以下の複合仕訳を生成します。 

 

普通預金：875,941 円 売掛金：876,941 円 

支払手数料：1,000 円 

 

この仕訳を生成するための「追加仕訳の設定」をご説明致します。 

 

まず、以下の追加設定の画面を表示して、「複合仕訳として処理」、「親仕訳から指定金額を

減算」「金額を指定する」をチェックして、金額を入力します（今回は「1000」です）。摘

要の入力が必要な場合は、「借方摘要」を入力して下さい。 



 

次に「勘定科目」の設定を行います。今回の設定では、「借方側」の情報を以下のように設

定します。 

 

 

借方勘定科目で「支払手数料」を設定しております。 

ここで注意点ですが、「貸方勘定科目」を設定するとこの金額の自動計算を行いません。仮

に貸方勘定科目を「売掛金」と同一の勘定科目に設定しても、勘定科目が設定された場合

は、その勘定科目で追加仕訳が設定されます。 

 



追加仕訳の設定が全て完了したら「登録する」を選択すると「変換設定の変更」画面に戻

り、追加仕訳タブに設定した設定が追加されていることが確認できます。 

 

画面下部の「更新する」をクリックして変更内容を登録します。 

 

 

仕訳データを一度削除して再度コンバートすると以下の仕訳データが生成されます。 

 
 

以上 


